
海
よ
い
と
こ
日
に
日
に
太
る
太
る
姿
を
み
や
し
ゃ
ん

せ
」
と
ま
と
め
ら
れ
、
詩
は
郷
土
の
発
展
史
と
も
な

っ
て
い
る
。

安
城
公
園
の
「
文
学
の
散
歩
道
」
を
歩
く
と
「
た

ご
さ
く
音
頭
」（
昭
和
一
〇
年
一
二
月
）
の
詩
碑
「
鳥

が
歌
へ
ば
…
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
歌
は
、

安
楽
荘
料
理
店
の
落
成
開
店
披
露
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
岩
槻
に
よ
る
音
頭
で
あ
る
。

ま
た
、「
安
城
野
原
節
」（
昭
和
三
年
）
で
は
、
三

番
に
「
稲
は
万
歳
中
好
千
本
キ
タ
コ
ラ
サ
ッ
サ
愛
知

旭
に
ノ
ハ
ラ
器
量
よ
し
」
と
あ
り
、
岩
槻
技
師
が
育

成
し
た
稲
の
優
良
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
音
頭
や
民
謡
は
、
各
地
の
歴
史
や
文
化
を
つ
づ
っ

た
も
の
が
多
く
、
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
の
特
色
を
紹
介

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
岩
槻
は
多
く
の
著
書
を
持
ち
、
主
な
書
は
、

『
稲
作
實
際
論
』（
初
版
昭
和
三
年
三
月
二
五
日
）、

『
農
民
叢
書
・
米
麥
篇
』（
初
版
昭
和
七
年
三
月
）、

『
農
家
必
携
・
農
藝
寶
典
』（
昭
和
七
年
一
〇
月
）、
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岩
槻
信
治
は
、
稲
の
品
種
改
良
で
多
く
の
業
績
を

あ
げ
る
と
共
に
文
化
面
に
お
い
て
も
偉
才
を
発
揮
し

た
。
芸
能
に
お
い
て
の
岩
槻
は
、「
三
江
」
と
号
し
、

民
謡
の
作
詞
・
作
曲
と
と
も
に
踊
り
や
振
り
付
け
も

行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
謡
曲
や
書
に
も
特
技
を
持
っ

て
い
た
。
ま
た
、
多
く
の
農
業
実
践
の
書
を
著
し
た

文
筆
家
で
も
あ
っ
た
。

岩
槻
三
江
の
民
謡
は
、
農
業
関
係
の
歌
が
多
く
、

内
容
は
農
村
的
で
あ
り
、
郷
土
に
関
し
た
も
の
が
多

い
の
が
特
色
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

河
野
の
茄
子
の
品
種
改
良
に
岩
槻
が
貢
献
し
て
い

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
河
野
の
茄
子

の
宣
伝
歌
「
河
野
よ
い
と
こ
一
度
は
お
い
で
…
」（
昭

和
四
年
三
月
）
で
始
ま
る
「
河
野
小
唄
」
の
作
詞
・

作
曲
は
岩
槻
で
あ
り
、
踊
り
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、碧
海
郡
の
発
展
の
歩
み
を
歌
っ
た「
碧
海
音
頭
」

も
岩
槻
の
自
慢
の
作
で
あ
る
。
こ
の
音
頭
は
、「
サ
ア

矢
作
川
か
ら
…
」
よ
り
始
ま
り
、
碧
海
郡
の
発
展
の

過
程
に
、
明
治
用
水
の
恩
恵
に
よ
る
春
夏
秋
冬
の
郷

土
色
豊
か
な
風
景
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。続
い
て「
碧

『
稲
作
改
良
精
説
』（
初
版
昭
和
一
〇
年
二
月
一
一

日
）、
同
書
（
新
訂
版
昭
和
一
五
年
一
一
月
二
五
日
）

の
ほ
か
、
遺
著
集
『
米
麥
技
術
の
研
究
』
も
あ
る
。

ま
た
、
岩
槻
は
、
農
家
に
新
し
い
農
業
技
術
を
紹

介
し
た
月
刊
雑
誌
「
安
城
農
報
」（
昭
和
一
二
年
か
ら

「
農
藝
」
と
改
題
）
の
編
集
者
で
あ
り
、
寄
稿
も
し

て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
米
の
増
収
に
関
す
る
論
文

や
生
活
向
上
に
関
連
し
た
随
筆
が
見
ら
れ
、
農
村
文

化
の
香
り
の
あ
る
雑
誌
と
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
小
冊
子
『
お
も
か
げ
―
岩
槻
信
治
小
伝
』

が
あ
る
。
こ
の
書
は
、
岩
槻
が
死
の
直
前
に
子
息
に

対
し
て
自
分
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
口
述
し
た
内

容
を
ま
と
め
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

岩
槻
信
治
は
、
長
年
の
疲
労
が
重
な
り
一
九
四
八

年
（
昭
和
二
三
年
）
五
月
九
日
に
病
没
し
た
。
享
年

五
八
歳
で
あ
っ
た
。
岩
槻
の
師
、
山
崎
延
吉
は
、「
も

う
十
年
存
命
を
願
う
は
、
万
人
共
通
の
念
願
で
あ
ろ

う
」（『
岩
槻
君
を
偲
ぶ
』）
と
語
っ
た
。

今
、
安
城
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
は
、
岩
槻
信
治

の
業
績
を
物
語
る
稲
の
標
本
・
著
書
・
遺
墨
・
諸
記

録
な
ど
を
展
示
し
た
「
岩
槻
記
念
館
」
が
あ
る
。

文
　
尾
関
文
啓

�
　
岩
槻
信
治
�

「たごさく音頭」の詩碑
（安城公園　昭和47年建碑）

い
わ
つ
き
の
ぶ
じ

の
う
げ
い
ほ
う
て
ん

の
ぶ
き
ち

し
の
ぶ

い
ぼ
く

あ
ん
ら
く
そ
う

な
か
よ
し
せ
ん
ぼ
ん

じ
っ
さ
い

べ
い
ば
く

そ
う
し
ょ

お
ぜ
き
ふ
み
ひ
ろ

『三江・文化する郷
土』（岩槻の芸能文化
の業績をまとめた書
吉地昌一編）

さ
ん
こ
う

あ
ら
わ

か
わ
の

か
わ
の

な
　
す


